
命がけの挑戦で彼女が見たものは、何だったんだろう…

>小松由佳講演会＆写真展@

宍道町民文化祭共催イベント

日本人女性初Ｋ２登頂者

山に生かされて
「ヒマラヤを超えて見えたもの」

����年��月４日（土）�����～�����
会場／しんじアエルネ 島根県松江市宍道町宍道８８５－３

【Ｋ２ ８２００ｍ 感動の夜明け】
そこからの 朝日は素晴らしく･･･
私はなぜか 人間が
ヒカリに包まれて生まれてきたときのことを
思い出すような感じがしました
自分がいるのは 死の世界なのに
まさに太陽が上がり光に照らされて
太陽や山が
自分たちが生きているのを
喜んで歓迎するような気がして

なぜか涙が止まらなかった･･･
～2006年 徳島での講演会より～

◉主催／ＮＰＯ法人しんじ湖スポーツクラブ ◉後援／松江市・松江市教育委員会
◉協力／ＮＰＯ法人フォルダ・宍道公民館運営協議会・宍道町文化国際協会
◉定員／１５０名程度 ◉参加料／前売り券５００円・当日８００円 ※幼児無料
◉チケット販売 ①松江市宍道体育センター 火曜日以外（土・日・祝も夜もＯＫ�） ����～�����まで

②松江市宍道公民館 平日のみ（月～金） ����～�����まで
【お問合せ ＮＰＯ法人しんじ湖スポーツクラブ �8���66�8686※火曜日を除く】

小松由佳さん。登山家・写真家
���6年8月、日本人女性として初めてＫ２登頂に成功。
同年度、植村直己冒険賞を受賞。
また、秋田県より県民栄誉章を受章。

����年、中東砂漠地帯の遊牧民を撮影。
シリア内戦後、内戦によって変化していく
人々の日常を撮影。
����年、内戦下のシリアを取材。
����年、ヨルダン国境にある

難民キャンプを取材。


